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表紙シリーズ／未来を担う子どもたち「新一年生」

３月定例会 主な内容
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83億７千万円 平成27年度一般会計予算を可決
平成27年度事業の目玉 
ここが聞きたい　（一般質問）

なんばしようと？（獅子舞）

第16回

　

新
メ
ン
バ
ー
で
議
会

広
報
の
編
集
を
開
始
し

て
か
ら
、
４
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

  

　

議
会
で
の
審
議
内
容

や
一
般
質
問
、
追
跡
記
事
な
ど

を
掲
載
し
、
新
企
画
「
な
ん
ば

し
よ
う
と
？
」
で
は
、
須
恵
町

の
特
色
あ
る
祭
り
や
伝
統
行
事

を
取
り
上
げ
、
取
材
を
と
お
し

て
町
民
の
方
々
と
触
れ
あ
っ
て

き
ま
し
た
。

  

楽
し
み
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
見
や
す
く
・
わ
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
平
成
27
年
１
月
「
第
29
回

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

  

次
号
か
ら
の
新
委
員
に
よ
る

広
報
も
、
す
ば
ら
し
い
内
容
に

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

４
年
間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

今
村 

桂
子

委 員 長：今村　桂子
副委員長：合屋　伸好
委　　員：百田　輝子
委　　員：田ノ上　真

議　　長：三⻆　良人
発行責任者

広報特別委員会

　

乙
植
木
天
満
宮
で
は
、
年
間
４
回
の
大
祭
が

あ
り
ま
す
。

　

１
月
に
新
年
を
祝
う
新
年
祭
・
４
月
に
は
収

穫
祈
願
に
加
え
初
老
賀
（
41
才
）
と
還
暦
（
60

才
）
の
た
め
の
春
の
大
祭
・
７
月
に
疫
病
予
防

を
祈
願
す
る
夏
の
祭
典
・
12
月
に
収
穫
と
無
病

に
感
謝
す
る
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
で
す
。

　

い
ず
れ
も
無
病
息
災
、
家
内
安
全
、
収
穫
祈

願
な
ど
と
、
医
学
や
科
学
な
ど
が
発
達
し
て
い

な
い
時
代
の
神
頼
み
で
す
が
、
こ
れ
を
通
じ
て

融
和
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

氏
神
様
に
奉
納

　

獅
子
舞
や
奉
納
相
撲
も
こ
の
一
環
と
さ
れ
て

い
て
、
六ろ

く
が
つ
ろ
う

月
楼
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
程
は
７
月
14
日
が
相
撲
、
翌
15
日
が
獅
子

舞
で
し
た
が
、
今
は
こ
れ
に
近
い
土
日
に
行
い

ま
す
。 子

ど
も
会
主
催
の
獅
子
舞
と
相
撲

いざ出陣

のこったのこった

かすやのお宝百選
認定証

　

御
花
の
収
入
も
伴
い
、
子
ど
も
会
の
大
事
な

行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
起
源
は
不
明
で
す
が
、

私
も
50
年
ほ
ど
前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

獅
子
舞
は
、
子
ど
も
会
の
行
事
で
す
が
、
現

在
は
中
学
生
も
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

獅
子
舞
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
四し

し四
の
十

六
文
で
祝い

お

う
た
～
」
と
、
お
ら
び
な
が
ら
、
六ろ

く

頭が
し
ら

の
獅
子
が
乙
植
木
区
内
を
ま
わ
り
、
人
々
の

無
病
息
災
を
祈
っ
て
住
民
の
頭
に
獅
子
を
か
ぶ

せ
ま
す
。

　

夏
の
暑
い
と
き
に
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り

な
が
ら
家
々
を
ま
わ
り
ま
す
が
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
う
の
も
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
す
。
和
風
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
も
大
人
に
と
っ
て
も
想
い

出
に
残
る
行
事
で
す
。

須恵町の地域の特色や伝統行事等を紹介し
ます。そこで今回は、“獅子舞”ってなん
ばしようと？

獅
し

子
し

舞
まい

（乙植木）



平成27年第１回定例会は、３月３日から19日までの17日間で行われ、
提案された議案25件および議員提出議案１件は、原案のとおり可決されました。

魅力ある まちづくりを
３月定例会

平成27年度当初予算を可決

開会を宣言する三⻆議長

平成27年度　各特別会計予算　（いずれも全員賛成で可決）※1万円未満四捨五入

３
月
議
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
を
審
議
し
、
す
べ
て
の
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額
83
億
７
千
万
円
（
前
年
度
比
５
・
８
％
増
）
と
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

待
機
児
童
解
消
に

一
般
会
計

　

町
税
の
総
額
は
、
25
億
９
９
３
１
万

７
千
円
（
前
年
度
比
１
・
１
％
増
）
で

２
８
８
５
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
の
効
果
に
よ
り
、
１
億
４
千

万
円
増
額
の
３
億
８
千
万
円
を
計
上
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
開
始
に
伴
う
施
設
型
給
付

費
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
、
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費

補
助
金
な
ど
、
あ
わ
せ
て
９
億
７
７
５

２
万
５
千
円
（
２
・
３
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

分
担
金
及
び
負
担
金
で
は
、
中
学
校

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
負
担
金
２
１
６
０
万

円
が
新
規
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
新
規
事
業

と
し
て
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
須
恵
町

独
自
の
待
機
児
童
支
援
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
、
１
１
０
４
万
円
の
事
業
費
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
可
保
育
所
に
入
所
で
き
ず
、
届
出

保
育
所
を
利
用
し
て
い
る
児
童
の
保
護

者
に
対
し
て
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
保
育
料
差
額

の
半
額
を
、
限
度
額
の
範
囲
内
で
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
総
務
費
で
は
、
統
一
地
方
選

挙
の
費
用
２
０
８
７
万
５
千
円
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
業
務
委
託

料
１
千
万
円
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
提
供
業
務
お
よ
び
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
の
導
入
経
費
な
ど

が
増
額
要
素
と
な
り
、
９
億
６
２
１
９

万
１
千
円
（
24
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ご
み
袋
製
作
費
３
５
４

５
万
６
千
円
、
通
学
路
交
通
安
全
対
策

工
事
請
負
費
１
千
万
円
、
南
部
三
町
モ

ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
シ
ス
テ
ム
整
備

工
事
負
担
金
２
２
０
０
万
円
、
中
学
校

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
業
務
委
託
料
３
０
４

０
万
円
、
須
恵
中
学
校
校
舎
外
壁
改
修

事
業
費
５
２
０
０
万
円
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

歳
　
入

歳
　
出

待
機
児
童
支
援
事
業

ス
タ
ー
ト

▽
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
新
築
工
事

　
　

期　

間　

平
成
27
年
度
～
28
年
度

　
　

限
度
額　

７
億
５
千
万
円

▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
無
線
ス
ポ
ッ
ト
機

　

器
リ
ー
ス

　
　

期　

間　

平
成
27
年
度
～
32
年
度

　
　

限
度
額　

４
１
０
０
万
円

▽
コ
ン
ビ
ニ
交
付
対
応
機
器
リ
ー
ス

　
　

期　

間　

平
成
27
年
度
～
32
年
度

　
　

限
度
額　

１
６
０
０
万
円

な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

27
年
度
の
事
業
は
、
６
～
７
ペ
ー
ジ
の
『
事
業
の
目
玉
』
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
債
務
負
担
行
為

　

１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度

で
終
了
せ
ず
、
後
年
度
に
お
い
て

も
負
担
（
支
出
）
が
必
要
に
な
る

場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
後
年
度
の

債
務
を
決
め
て
お
く
こ
と
。

債
※

務
負
担
行
為

須
恵
町
独
自
の

平成26年度 平成27年度

平成26年度 平成27年度歳 入  83億7千万円

歳 出  83億7千万円（4.9%）

（8.7%）

（10.2%）

（8.4%）

（9.8%）

（13.6%）

（10.9%）

（38.4%）

地方消費税交付金ほか
５億940万円

町債 
５億9390万円

国・県支出金
14億7507万円

（17.6％）

地方交付税
21億1592万円

（25.3％）

繰入金ほか
10億7639万円

（12.8％）

町税
25億9932万円

（31.1％）

（5.9%）
（7.1%）

（6.1%）

（18.0%）

（27.1%）

（11.6%）

（32.5%）

その他
６億6922万円

(8.0％）
公債費
５億7241万円

土木費
７億5497万円

総務費
９億6219万円

衛生費
11億56万円

教育費
12億1203万円

民生費
30億9863万円

(6.8％）

(9.0％）

(11.5％）

(13.2％）

(14.5％）

(37.0％）

依存財源
56.1％

※１万円未満は四捨五入しており、合計額が一部一致しません。

自主財源
43.9％

（1.0％）

公共下水道事業特別会計

12億700万円
前年度比　1239万円増 （15.9％）

国民健康保険特別会計

38億7500万円
前年度比　5億3186万円増

（8.0％）

後期高齢者医療特別会計

２億8800万円
前年度比　2131万円増

＜資本的支出＞

前年度比　5402万円減 　（-13.7％）

＜収益的支出＞

前年度比　1376万円増  （2.4％）
　　　　　　　　　  

水道事業会計 

5億8942万円

3億3920万円
（−1.8％）

農業集落排水事業特別会計

7800万円
前年度比　147万円減
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設
立
の
動
き
は
？

　

現
在
、
上
須
恵
区
お
よ
び

佐
谷
区
で
、
自
主
防
災
組
織

が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
の
行
政
区
で
設
立
の
動

き
は
あ
る
か
。　

　

人
命
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
町
民
の
安
全
安
心
の
た

め
、
行
政
と
し
て
支
援
・
啓

発
を
お
願
い
し
た
い
。

　

現
時
点
で
、
設
立
の
動
き

は
な
い
が
、
今
後
、
設
立
さ

れ
た
と
き
は
、
上
須
恵
区
・

佐
谷
区
と
同
様
に
助
成
し
て

い
き
た
い
。

　
何
が
変
わ
る
？

　

南
部
三
町
モ
ー
タ
ー
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
シ
ス
テ
ム
整
備
工

事
の
詳
細
は
。

　

粕
屋
南
部
消
防
本
部
か
ら

宇
美
・
志
免
・
須
恵
の
３
町

に
送
ら
れ
る
無
線
電
波
が
、

平
成
28
年
５
月
を
も
っ
て
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
デ
ジ
タ
ル
電
波
を
受
信

で
き
る
装
置
に
取
り
替
え
る

も
の
。

　
削
減
の
た
め
企
画
・
立
案
を

　

須
恵
町
は
、
医
療
費
が
県

内
で
３
番
目
に
高
い
（
平
成

25
年
度
）
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
町
の
医
療
費
削
減
の
た

め
、
体
力
面
か
ら
改
善
を
図

る
な
ど
の
施
策
の
企
画
・
立

案
が
必
要
で
は
。

　

県
か
ら
高
医
療
費
市
町
村

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

27
年
度
は
、
新
た
な
事
業
予

算
を
確
保
し
、
医
療
費
適
正

化
に
向
け
た
事
業
の
企
画
・

立
案
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

３月定例会

◇
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

◇
町
営
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

◇
須
恵
町
い
じ
め
防
止
等
対
策

推
進
条
例
の
制
定

◇
須
恵
町
教
育
長
の
勤
務
時
間

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◇
町
立
幼
稚
園
入
園
料
及
び
授

業
料
徴
収
条
例
の
全
部
改
正

◇
須
恵
町
行
政
手
続
条
例
の
一

部
改
正

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

◇
須
恵
町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

◇
須
恵
町
消
防
団
条
例
の
一
部

改
正

◇
町
立
幼
稚
園
授
業
料
等
の
減

免
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

◇
須
恵
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

歳
入
歳
出
と
も
に
、
年
度
末

の
決
算
見
込
額
に
よ
る
調
整
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
が
２
億
１
千
万
円
減
額
。

　

歳
出
で
は
、
国
の
補
正
予
算

に
伴
い
、
地
方
版
総
合
戦
略
策

定
費
１
千
万
円
、
第
二
学
童
保

育
所
増
築
事
業
費
３
１
５
０
万

円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業
費
９
０
０
万
円
、
第

一
小
校
舎
耐
震
補
強
事
業
費
５

５
２
７
万
５
千
円
等
が
追
加
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
26
年
度
で
事

業
が
終
了
す
る
見
込
み
が
な
い

た
め
、
27
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
用
で
き
る
経
費
と
し
て
繰
越

明
許
費
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
各
特
別
会
計
補
正
予
算

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
一
般
会
計

１
億
５
７
１
５
万
１
千
円
減
額

総
額
79
億
８
８
５
８
万
３
千
円

平
成
26
年
度
補
正
予
算

補
正
・
そ
の
他
の
議
案

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
か
ら

（
27
年
度
分
・
一
部
抜
粋
）

Ｑ
＆
Ａ

第二学童保育所増築工事
　第二小学校では、学童保育所入所希望児童
が急激に増加し、現在、学校の和室を臨時的
に使用して運営しています。
　県産木材を使用することで国庫補助を受
け、木造平屋建て約140㎡（２教室分）を増
築します。
　開設は、今年夏休み明けの予定です。

須恵中学校
　　　校舎外壁改修工事
　須恵中学校は、前回の大規模改修から15年
ほど経過し、外壁の老朽化が進んでいます。
　安全性を考慮し、工期を分けて全体の外壁
改修が施工されます。
　今年度は、夏休み期間中に、あおば会館側
校舎の工事が行われる予定です。

議
員
発
議

そ
の
他
の
議
案

緊急時用連絡管布設工事
佐谷浄水場～第二浄水場

　緊急時に、安定した水道水の供給を図るた
め、佐谷浄水場から第二浄水場までの連絡管
を布設するものです。佐谷浄水場と佐谷橋付
近の２カ所にポンプ室を築造します。
　平成27年度～29年度までの３年間にわたり
工事が行われる計画で、27年度は、佐谷浄水
場から佐谷橋までの連絡管が布設されます。

中柱田
貯水池

佐谷
浄水場

佐谷橋

27年度施工予定箇所
工事長 1480m

工事が施工されます

防災無線スピーカー

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
シ
ス
テ
ム

自
主
防
災
組
織

国
保
医
療
費
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旅石～乙植木線舗装改良工事
3750万円

　町道旅石～乙植木線は、須恵町と粕屋町
を連絡する幹線道路の一つで、九州自動車
道に沿って伸びています。
　大型車の通行量が多く、舗装の破損が発
生しているため、安全で円滑な交通を確保
できるよう、舗装改良工事が行われます。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度
2397万円

　複数の機関に存在する個人情報を同一人
の情報であることの確認を行うための基盤
であり、住民票を有する全ての方に一人ひ
とつの番号を付して、社会保障・税・災害
対策の各分野で活用されます。
　平成27年10月から個人番号通知が開
始、平成28年１月から希望者に個人番号
カードが交付される予定です。

地方版総合戦略策定
1000万円

・急速に進む少子高齢化に対応
・地方の人口減少に歯止め
・それぞれの地域で住みよい環境を確保
・将来にわたる活力ある社会の維持
これらを目的に、今後５カ年の目標や基本
的方向、具体的施策をまとめた「地方版総
合戦略」を策定するものです。

胃の健康度チェック事業
100万円

　血液検査で『ピロリ菌の有無』と『ペプ
シノゲンの量』を測定し、胃の粘膜の健康
度をチェックします。
　40歳～70歳の５歳刻みの方を対象に、
胃の病気になりやすい状態であるかどうか
を調べる検査で、胃がん検診とセットで受
けていただく事業です。

アザレア幼児園新築工事

7億5000万円
　全国的に少子化が危

き ぐ

惧される中、須恵町
では、就学前児童が増加傾向にあります。
保育所待機児童も年々増加していることを
受け、アザレア幼児園を現在よりも規模拡
大し、山の神グラウンドに新築します。
　新園舎は、RC造り２階建て、延床面積約
2780㎡で、平成28年度中に開園予定です。
（27年度・28年度の２カ年事業）

プレミアム付き商品券発行事業

900万円
　国の交付金を活用して、消費者の生活支
援、地域や商店の商業活性化を図るため、
須恵町商工会が発行するプレミアム付き商
品券のプレミアム率分（20％）および事
務経費を助成する事業です。
　商品券は、平成27年７月12日から販売
予定です。

中学校ランチサービス

3040万円
　子育て支援策の一つとして希望者に弁当
を提供するランチサービスが５月11日か
ら始まります。
  望ましい食習慣や食生活を改善する力を
育むことを目標に、温かいものは温かく、
冷たいものは冷たく、おいしく安心安全な
弁当が提供されます。
　１食あたりの自己負担額は270円です。

建設予定地（山の神グラウンド）

商品券のポスター（イメージ）

改修予定のリサイクルボックス

個人番号カード（イメージ）

平成27年度事業の目玉平成27年度事業の目玉
第三小学校

アザレア幼児園
にこにこルーム

アザレア幼児園
わくわくルーム

メニューの一例
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12 一/般/質/問 ここが 聞 きたい！
一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般
について疑問点をただし、報告や説明を求めることです。

※質問の全文を記載しています。
※「問」については、議員が提出した通告書どおりに
　掲載しており、編集は行っていません。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
と
把
握
の
一
本
化
は

　

須
恵
町
で
は
、
多
く
の
方
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
、

町
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
把
握
は
、
各
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
管
轄
の
課
な

ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
人

の
人
が
複
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
に
入
っ
て
い
ま
す
。

  

平
成
25
年
12
月
議
会
で
の
私
の

一
般
質
問
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名

簿
を
整
理
、
窓
口
を
一
本
化
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
実
施

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
参
加
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
の
生
活
で
精
一
杯
と
い

う
方
が
多
い
社
会
状
況
に
あ
る
こ

と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
４
原
則

（
自
発
性
・
無
償
性
・
利
他
性
・

先
駆
性
）
に
よ
り
、
自
分
自
身
の

考
え
で
始
め
る
活
動
で
あ
り
、
誰

か
に
強
制
さ
れ
た
り
、
義
務
と
し

べ
て
の
団
体
や
登
録

者
を
網も

う

羅ら

す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

  
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
も
、
窓
口
と
な

る
総
務
課
よ
り
も
、

関
係
各
課
や
団
体
窓

口
に
直
接
お
尋
ね
に

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
で
、
窓
口
の
一

本
化
は
、
必
ず
し
も

必
要
で
は
な
い
と
思

連
携
か
ら
融
合
へ
向
け
一
元
化
を

図
る
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
進
展
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化

・
固
定
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、

若
い
世
代
へ
の
参
加
呼
び
か
け
、

養
成
講
座
の
開
催
な
ど
の
対
策
を

お
考
え
で
す
か
。

　
　

中
嶋
町
長

　

総
務
課
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
把
握
は
し
て
い
ま
す
が
、
す

今村 桂子  議員

て
行
わ
せ
る
活
動
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

福
祉
部
門
で
は
、
基
本
的
な
知
識

の
ほ
か
専
門
性
が
問
わ
れ
る
た
め
、

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
独

自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を

27
年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

組
織
は
人
な
り
、
行
政
マ
ン
と
し
て
の
プ
ロ
意
識
を

　

平
成
17
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
、

６
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
「
須

恵
町
行
財
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も

あ
り
、
現
在
で
は
、
基
金
も
蓄
え

ら
れ
、
町
の
財
政
運
営
は
安
定
し

て
き
ま
し
た
。
計
画
策
定
後
５
年

が
経
過
し
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
対

応
に
、
自
治
体
の
役
割
は
拡
大
し
、

職
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
々
大
量
な

さ
ら
な
る
職
員
研
修
を
実
施

質
を
維
持
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
そ

の
能
力
を
発
揮
し
、
組
織
全
体
と

し
て
公
務
能
力
を
高
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

の
人
口
に
対
し
、
職

員
数
は
１
４
０
人
ほ

ど
で
、
近
隣
町
に
比

べ
て
少
な
い
職
員
数

で
業
務
に
励
ん
で
い

ま
す
。

  

し
か
し
、
町
行
政

は
、
営
利
を
追
求
す

る
も
の
で
は
な
い
か

ら
こ
そ
、
そ
の
業
務

に
は
正
確
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

  

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

事
務
処
理
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

  

近
頃
、
職
員
の
不
手
際
や
ミ
ス

が
目
立
ち
ま
す
。
そ
こ
で
事
前
の

準
備
お
よ
び
外
部
に
出
す
前
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
な
ど
、
効
率

的
な
事
務
業
務
、
行
政
組
織
づ
く

り
は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
町
長

に
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

今
泉
総
務
課
長

　

須
恵
町
で
は
、
２
万
７
千
人
強

松山 力弥  議員

  

常
日
頃
か
ら
緊
張

感
を
も
っ
て
業
務
に

取
り
組
み
、
二
重
・

三
重
の
審
査
を
行
い
、

複
数
の
目
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
は
、
職

員
と
し
て
基
本
的
な

姿
勢
で
す
が
、
ミ
ス

を
犯
し
た
ら
隠
さ
ず
、

や
り
過
ご
さ
ず
、
お

詫わ

び
し
た
う
え
訂
正

し
、
速
や
か
に
対
処

す
る
こ
と
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

中
嶋
町
長

　

仕
事
に
ト
ラ
ブ
ル

は
つ
き
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
能
力
を
つ
け
る

た
め
に
は
、
教
育
が
必
要
で
す
。

  

今
後
、
研
修
会
等
を
開
催
し
、

職
員
教
育
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

答弁中の中嶋町長

一番田区小地域ボランティア「ほがらか」

職員の実務風景 点訳サークル「ぶどうの会」
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3町 政 を 問 う ！
一/般/質/問

た
ニ
ュ
ー
須
恵
町
へ
と
の
願
い
か

ら
、
行
政
区
の
再
編
成
、
地
名
・

地
番
の
見
直
し
は
、
町
民
の
町
民

に
よ
る
町
民
の
た
め
の
須
恵
町
と

し
て
意
識
改
革
が
芽
生
え
て
く
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

  

官
民
協
働
に
よ
る
推
進
協
議
会

の
設
置
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
中
嶋
町
長

　
行
政
区
再
編
は
、
市
町
村
合
併

た
め
、
現
状
を
見
据す

え
、
あ
る
程

度
安
定
し
た
と
き
に
、
校
区
の
再

編
と
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

  

推
進
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
区
長
会
や
27
年
度
に

設
置
す
る
地
方
版
総
合
戦
略
会
議

（
仮
称
）
等
に
お
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
も
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
地
番
の
見
直
し
（
住
居

表
示
）
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況

が
若
干
上
向
き
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
は
い
え
、
費
用
対
効
果
の
面

か
ら
、
す
ぐ
に
実
施
で
き
な
い
の

が
現
実
で
す
。

  

ど
ち
ら
も
、
将
来
的
に
は
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
須
恵
町

で
は
人
口
の
増
加
が
続
い
て
い
る

行
政
区
再
編
成
と
地
番
の
見
直
し
は

　

須
恵
町
は
、
福
岡
１
５
０
万
都

市
の
す
ぐ
郊
外
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

  

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
と
成
熟
し

た
車
社
会
は
、
交
通
網
の
整
備
拡

充
に
よ
り
、
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
、
人
口
も
少
し
ず
つ

で
す
が
増
加
し
、
そ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
独
自
の
町
づ
く
り
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

  

さ
ら
な
る
飛
躍
と
調
和
の
と
れ

校
区
の
再
編
と
あ
わ
せ
て
実
施
を
検
討

藤石 豊  議員

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
建
設
産
業
委
員
会

　

１
月
26
日
（
月
）
水
道
事
業

に
関
連
す
る
３
施
設
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

須
恵
町
を
含
む
９
市
８
町
で

構
成
す
る
福
岡
地
区
水
道
企
業

団
は
、
水
道
用
水
の
安
定
供
給

の
た
め
、
ダ
ム
建
設
や
管
路
整

備
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
現
在
、
新
た
な
水
源
開
発

と
し
て
五
ケ
山
ダ
ム
の
建
設
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
用
水
供
給
事
業

と
し
て
、
筑
後
川
か
ら
導
水
し

た
原
水
を
、
牛う

し
く
び頸

浄
水
場
で
浄

化
し
、
構
成
市
町
に
配
水
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
須
恵
町
が
各
家
庭
に

配
水
し
て
い
る
水
道
水
は
、
須

恵
ダ
ム
な
ど
、
町
の
水
源
だ
け

で
な
く
、
こ
の
福
岡
地
区
水
道

企
業
団
か
ら
の
配
水
が
約
６
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

①
福
岡
地
区
水
道
企
業
団

　

運
営
状
況
や
供
給
量
、
料
金

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
渇
水
や

災
害
発
生
時
の
対
応
、
ま
た
供

給
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

②
五
ケ
山
ダ
ム

　

ダ
ム
本
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

用
骨
材
は
、
現
地
で
調
達
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
完
成

に
向
け
、
着
々
と
堤
体
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

工事が進む五ケ山ダム（那珂川町）

■
水
を
大
切
に

　
　

水
道
水
の
確
保

　

２
月
27
日
（
金
）
社
会
福
祉

法
人
「
熊
本
菊
寿
会
」
が
運
営

す
る
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
敷
地
内
に
保

育
園
が
併
設
さ
れ
、
高
齢
者
と

保
育
園
児
が
触
れ
合
う
時
間
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
行

わ
れ
て
い
る
地
域
の
高
齢
者
対

象
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、

併
設
す
る
保
育
園
の
園
児
と
一

緒
に
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
り

な
が
ら
、
簡
単
な
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
保
育
園
が
併
設
さ

れ
る
前
よ
り
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

は
、
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
方

で
す
が
、
園
児
と
接
す
る
こ
と

で
、
症
状
が
少
し
和
ら
ぐ
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

保
育
園
は
、
職
員
も
利
用
で

き
る
た
め
、
職
員
の
採
用
に
も

効
果
が
あ
り
、
雇
用
促
進
に
も

繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
中
で
、
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
報
告
者 

猪
谷 

繁
幸 

委
員
） デイサービスの様子

■
高
齢
者
が
園
児
と

　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ

③
牛
頸
浄
水
場

　

安
全
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、

薬
品
の
注
入
や
、
細
菌
・
生
物

・
微
量
化
学
物
質
等
の
検
査
が

重
ね
ら
れ
、
厳
し
く
管
理
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
渇

水
や
災
害
時
に
も
、
安
定
し
て

供
給
が
で
き
る
よ
う
、
整
備
が

図
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
水
資

源
の
確
保
に
は
多
大
な
経
費
と

労
力
が
必
要
で
す
。
一
町
民
と

し
て
、
な
お
一
層
の
節
水
を
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

（
報
告
者 

松
山 

力
弥 

委
員
） 牛頸浄水場（大野城市）

R E P O R T 委員会レポート
校区別の各行政区世帯数・人口・小学校児童数

（平成27年４月現在)
行政区名 世帯数 人口 小学校児童数

第
一
小
校
区

佐   谷 795 1,964 １年 103 
上須恵 993 2,607 ２年 130 
南米里 496 1,347 ３年 100 
大島原 610 1,629 ４年 99 
川子１ 252 566 ５年 104 
川子２ 265 469 ６年 97 
一番田 473 1,192 － －

計 3,884 9,774 計 633 

第
二
小
校
区

須   恵 1,225 3,275 １年 145 
長   礼 183 464 ２年 144 
城   山 454 1,124 ３年 143 
藤   浦 152 413 ４年 130 
甲植木 1,068 2,851 ５年 116 
乙植木 693 1,873 ６年 107 
旅   石 464 1,142 － －

計 4,239 11,142 計 785 

第
三
小
校
区

新   原 1,045 2,677 １年 58 
山の神 511 1,226 ２年 78 
西   原 271 683 ３年 63 
旭ヶ丘 231 491 ４年 58 
恵   西 255 555 ５年 72 
昭   穂 361 939 ６年 43 

計 2,674 6,571 計 372 
合   計 10,797 27,487 合計 1,790 
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４年間を振り返って

たくさんの素敵な表情を
表紙シリーズ「未来を担う子どもたち」４年間の軌跡

福岡県須恵町議会だより
福岡県須恵町議会だより

平成27年5月1日発行 
平成27年5月1日発行 

2015

193号
MAY

表紙シリーズ／未来を担う子どもたち「新一年生」

３月定例会 主な内容

6
8

2

16

83億７千万円 平成27年度一般会計予算を可決平成27年度事業の目玉 ここが聞きたい　（一般質問）なんばしようと？（獅子舞）

ありがとうございました
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Chairperson Communication 
議｜長｜通｜信

固定資産評価員の選任

前任の大塚信夫氏が、平成27年３月31日をもって辞任のため、
その後任として選任され、議会が同意しました。

議会事務局の人事

「 発 議 」とは

　議会の会議において、議員もし
くは委員会が議事の対象となるべ
き問題を議長に提出することです。
  その問題が議案の場合には、発
案または提案ともいいます。

シリーズ

　

３
月
議
会
が
19
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
４

年
間
一
度
も
一
般
質
問
が
な
い

議
会
、
政

※

務
活
動
費
を
目
的
以

外
に
使
途
す
る
議
員
等
の
報
道

が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
は
、
こ
の
４
年
間
、

一
般
質
問
も
活
発
に
行
わ
れ
、

須
恵
町
が
よ
り
良
い
町
に
進
む

よ
う
議
員
も
日
々
研け

ん

鑚さ
ん

を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
全
国
統
一
地
方
選

挙
の
年
で
あ
り
、
本
町
に
お
い

て
も
４
年
間
の
議
員
任
期
が
終

了
し
、
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
先
に
行
わ
れ
た
立
候

補
予
定
者
事
前
説
明
会
に
は
20

　

第
29
回
町
村
議
会
広
報
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
「
須
恵

町
議
会
だ
よ
り
１
８
９
号
」
が
、

奨し
ょ
う
れ
い励
賞
（
表
紙
写
真
部
門
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

41
都
道
府
県
２
３
４
町
村
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
広
報
紙
の
中

か
ら
選
考
さ
れ
た
も
の
で
、
福

岡
県
の
町
村
で
は
、
8
年
ぶ
り

の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
シ
リ
ー
ズ

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
」

名
の
出
席
が
あ
っ
た
そ
う
で
、 

他
町
が
う
ら
や
む
よ
う
な
立
候

補
予
定
者
数
で
す
。

　

こ
の
広
報
が
読
ま
れ
る
頃
に

は
、
町
民
皆
さ
ま
か
ら
付
託
を

う
け
た
議
員
が
確
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
員
は
、
議
会
の

使
命
と
議
員
の
職
責
を
認
識
し

品
位
あ
る
議
会
運
営
を
実
践
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

※
政
務
活
動
費

  

議
員
の
調
査
研
究
、
そ
の
他

の
活
動
の
た
め
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
、
議
員
あ
る
い
は

会
派
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
費

用
の
こ
と
で
す
。
須
恵
町
で
は

導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

と
題
し
、
須
恵
町
の
子
ど
も
に

焦
点
を
当
て
て
き
ま
し
た
。

　

少
女
の
髪
が
春
風
に
な
び
き
、

タ
ン
ポ
ポ
を
摘
む
し
ぐ
さ
に
柔

和
な
表
情
。
広
が
り
が
あ
り
心

和
ま
せ
る
背
景
。
題
字
の
位
置

も
適
切
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

構
図
の
表
紙
写
真
と
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

取
材
や
写
真
撮
影
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
し

ま
す
。

◇
全
国
町
村
議
会
議
長
会

      　
　
　

在
職
15
年
表
彰

◇
福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

　

     　

 　

在
職
15
年
表
彰

柴
田
　
真
人
　
議
員

　

町
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
地
域
の
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
柴

田
真
人
議
員
（
文
教
厚
生
委
員

・
４
期
目
）
が
表
彰
を
受
け
、

３
月
19
日
、
議
場
に
お
い
て
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
経
験
を
活
か
さ
れ
、

夢
の
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」「

地
域
づ
く
り
」
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
の
使
命

三⻆ 良人  議長

　町議会の活動状況を知るため
に、どなたでも傍聴できます。
   申し込みの受付は、当日、役
場４階議会事務局で行っていま
す。（予約不要）
　なお、次の定例議会は 6 月
11日からの予定です。

お 知 ら せ

表彰（議会・議員）

多
年
の
功
績
に
表
彰
状

このメンバーで編集しました

…編集作業の様子…

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

奨
励
賞
を
受
賞

須
恵
町
議
会
だ
よ
り
１
８
９
号

平松 秀一 氏 （上須恵区・60歳）

　平成23年から４年間、議
会事務局長を務められた合
屋栄一氏が平成27年３月31
日をもって退職されました。
  後任として、吉松良徳氏
（前まちづくり課長）が就
任されました。

前局長
合屋 栄一 氏

新局長
吉松 良徳 氏
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